日間賀島フォーラム（発達障害の子どもや大人への支援スキルを学ぶ福祉勉強会）
「親亡き後の支援に向けて、まずは適応行動のアセスメントをできるようにする」
主催：ＮＰＯ法人アスペ・エルデの会(代表：辻井正次)
障害児者福祉・児童福祉分野の常勤職員(指導員、保育士、社会福祉士等)を対象に、発達障害、特に自閉症スペクトラムの人たちの支援枠組みを提案していく勉強会を立ち上げます。
　勉強会としては、ただ座ってお話を聞くというものではなく、実際に現場に今ある課題を解決していくためのいろいろな手法を開発したり、施策にあげて解決を目指していく動きを作ったりしていくなど、わが国の支援ニーズのある人たちの未来を、より楽しい人生が送れるようにすることを志した集まりです。
　発達障害の人たちが生きやすい社会を創るための大きな目標のもとに、厚生労働省の施策担当や行政担当の関係者にも、必要に応じて適宜ご参加いただきながら、新しい制度や支援体制の仕組みの提案や活動をみなさんと積極的に取り組んでいきたいと思います。
　毎夏、支援手法の具体的な研修や、現場の困難症例の検討から支援スキームを見つける極めて現実的な視点にたった研修などを実施していこうと考えています。
この夏のテーマ；
「親亡き後の支援に向けて、まずは適応行動のアセスメントをできるようにする」
・支援ニーズ把握のためのアセスメントツール（Vineland-Ⅱ適応行動尺度）の研修
・客観的なツール(Vineland-Ⅱ適応行動尺度)を用いた支援計画の立て方の研修
・発達障害の人たちの「親亡き後」の暮らしの在り方を考える(厚生労働科学研究辻井班の拡大班会議)
【 対 象 】　　
障害児者福祉・児童福祉現場の職員・指導員等・社会福祉士・保育士等、障害ある子どもや成人の支援に取り組む支援者。
【 日 程 】
2014年　　8月30日（土）-31日（日）
【 時 間 】　　
8月30日（土）13時00分 ～ 8月31日（日）12時00分
【 定 員 】　　
100名
【 参加費 】　　5000円
【 会場 】
愛知県南知多郡日間賀島内。会議会場は参加人数に応じて適切な場所と致します。詳細は、参加申し込み・問い合わせをいただいた方にご連絡いたします。(日間賀島内での宿泊型の研修となりますので、参加者の皆さんは島内の民宿等に各自が確保してください。宿泊先は日間賀島観光協会(http://www.himaka.net/　)にお問い合わせください。当日の事務局は、民宿なぎさに置きます。)　日間賀島へのアクセスは、日間賀島観光協会HP(http://www.himaka.net/access)をご覧下さい。
研修日程
8月30日(土)　　13時―16時：
支援ニーズ把握のためのアセスメントツール（Vineland-Ⅱ適応行動尺度）の研修
尺度の概要や実施方法について学びます。
(8月30日(土)
16－19時：参加者交流と宿泊手続きなど)
8月30日(土)
19－22時：発達障害の人たちの「親亡き後」の暮らしの在り方を考える(厚生労働科学研究辻井班の拡大班会議)
8月31日(日)
9－12時：
客観的なツール(Vineland-Ⅱ適応行動尺度)を用いた支援計画の立て方の研修。実際にモデルケースで評価を実施し、個別支援計画にどう反映させていくのかを議論します。
＊Vineland-Ⅱ適応行動尺度について；研修の意義
　Vineland-Ⅱ適応行動尺度（VABSⅡ）は、世界的に最もよく使用されている、適応行動についての標準化された尺度です。現在、ICFモデルのもと、障害ある人たちが社会の中で幸福に過ごせていけるための仕組みづくりが必要とされています。ICFモデルにそった場合、疾患の症状の重度評価とか知能ではなく、社会的な行動から支援ニーズを把握し、必要な支援を提供することが求められるようになります。すでに、厚生労働科学研究等を基に開発され、今年の10月に日本版が刊行されます。今回、刊行に先立ち、VABSⅡについての概要と、実際の尺度の実施方法について学びます。
＊Vineland-Ⅱ適応行動尺度を用いて、個別支援計画を作成しやすくする
　上記のような、VABSⅡを用いることで、下位尺度ごとでの支援ニーズを把握することができ、そうした客観的な把握を基にして、個別支援計画を作成することがより容易になります。今回の参加者の方の中で事情が許せば、各自の事業所等で実際に成人期の発達障害の方の評価を行ってみていただけるよう、お願い申し上げます。
＊「親亡き後」の独り暮らしを可能にする仕組みづくり(厚労科研辻井班が取り組む研究)
　中年期以降になった発達障害の人たちの抱える問題を共有し、各地で、彼らの支援を受けながらの地域生活を実現するために、必要な支援ニーズや支援技術の集約や、実際の独り暮らし支援の中での課題の分析、今後に向けての適切な支援体制整備、支援のためのスキルのある人材の養成など、研究班会議を拡大した形で意見交換を重ねたいと思います。
・同行者向け・空き時間の企画；イルカ触れ合い活動(日間賀島西浜)。日間賀島ドルフィンビーチin2014として、南知多ビーチランドのイルカが海水浴場で触れあいプログラムをしてくれます。詳細は、宿泊される民宿等にお問い合わせ下さい。
申し込み先；　NPO法人アスペ・エルデの会のセミナー申し込みサイトよりお申し込みください(http://www.as-japan.jp/seminar/)。
問い合わせ先：NPO法人アスペ・エルデの会
〒452‐0821　名古屋市西区上小田井2－187　電話052‐505‐5000　e-mail: 　tsujii@as-japan.jp
担当：辻井、村山、宮地
